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開発の趣旨・目

的 

従来はセメントや生石灰により泥土を改質していたが、両材料とも高アルカリを示し、

改質土の再利用にはアルカリ溶出を防止する覆土を行う等の制限があった。またセメン

トによる改質は強度増加のための養生期間が必要となり、現場での養生場所の確保が必

要であった。本技術（吸水性泥土改質材「ワトル」）は、PS灰の持つ吸水による物理的

改質と補助材（カルシウム成分、硫酸成分）の持つ水和反応による化学的改質の二つの

反応により泥土を改質する方法にした。                                                              

本材料による改質土は中性から低アルカリを示し、吸水による即時改質が可能なため

養生場所がなくても所定の強度が得られる。 

また、建設発生土に対してワトル改質を実施しても発生土扱いとなり、盛土築堤材料

として再利用可能である。 

技 術 の 

概 要 

本技術は、主原料に吸水性の高いペーパースラッジ焼却灰（PS 灰）を用い、補助薬剤と

水を添加混合後、乾燥処理した泥土改質材である。本材料を高含水の浚渫土や軟弱泥土

に添加混合することで、本材料が泥土中の水分を吸収し即時に泥土の強度を高める。更

に補助薬剤の効果により時間経過とともに水和物を形成し強度が増加する。この仕組み

により浚渫土や軟弱汚泥を築堤材や盛土材等の良質土として再利用することができる。 

また、泥土をサラサラに改質できるため、ゴミ（草、流木、ガレキ等）混じりの泥土に

対し泥土とゴミを分別する使用方法もある。（参考資料参照） 

適用範囲(条件) （適用できる条件）                                                  

①現場条件：現場での製品保持時の水濡れ防止対策が必要。                       

②自然条件：特になし。                                                   

③技術提供地域：全国 47都道府県適用可能。                                        

（適用できない条件）                                                 

①含水比 350%以上の泥水状の泥土改質は添加量が多くなり不経済となる。                

②水中施工部分への改質土の埋め戻しは締固めができないため利用不可。 
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特 徴 
( メ リ ッ ト 、 

デ メ リ ッ ト ) 

①改質剤の吸水効果による即時改質効果がある。                                                       

②水和物の形成により緩やかな強度発現があり、養生が可能な場合は添加量を抑制する 

事が可能。                                                                                        

③改質土の PHは養生により弱アルカリから中性域の範囲となるため、植生土等への利用 

が可能。                                                         

④吸水による物理的改質のため、生石灰では困難な有機質土の改質が可能。                                   

⑤生石灰とは異なり、PS灰は多孔質のため改質により泥土の臭気低減効果がある。                                                   

⑥生石灰は施工時に高温を発生するが、本製品は発熱しない。                                                            

⑦本製品は土壌環境基準を満足する。                                          

⑧生石灰と同様に本製品使用施工時には粉じん防止対策が必要。 

説 明 図 

構 造 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧堤体撤去      撤去土をワトルにて改質   堤体本体に再利用 

特 許 １．取得済(番号：        ) ２．出願中 ３．出願予定 ４．無 

実 用 新 案 １．取得済(番号：        ) ２．出願中 ３．出願予定 ４．無 

他機関ホームペー

ジへの掲載の有無 
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選 択 ①農業生産性向上 ②高付加価値農業 ③生活環境 ④自然環境 ⑤景観保全 

⑥生態系保全 ⑦国土保全 ⑧コスト縮減 ⑨施設管理 ⑩施工作業効率 ⑪施工精度 

⑫長寿命化 ⑬機能診断 ⑭予防保全 ⑮補修工法 ⑯災害復旧 ⑰安全性向上 

⑱その他 

⑱その
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農業農村整備事業における施工実績(最新１０件まで) 

事業名 事業主体(農政局、

都道府県名等) 

工事名 施工年度 備考 

関川用水農業水利事業 農林水産省北陸農政局 笹ヶ峰ダム仮置土運搬他工事 2022 年度  

農村地域防災減災事業 

 

岩手県 岩崎農場ため池2期地区第3工

事 

2022 年度  

 倉敷市 田ノ奥池堆積土砂撤去業務委

託 

2022 年度  

 倉敷市 南畝板敷遊水地泥土浚渫業務

委託 

2021 年度  

 倉敷市 深底池進入路整地委託業務 2021 年度  

 大阪府 捨六個地区水路改修工事 2021 年度  

加治川用水農業水利事業 農林水産省北陸農政局 乙見江支線用水路改修工事 2020 年度  

 兵庫県 田圃池ため池改修工事 

（その２） 

2020 年度  

 兵庫県 八が池池地区ため池改修工事 

その１ 

2020 年度  

加治川用水農業水利事業 農林水産省北陸農政局 松岡ため池建設工事 2018 年度  

 

 

農業農村整備事業以外の施工実績(最新１０件まで) 

発注者 施工年度 工事名 
国土交通省関東地方整備局 2022 年度 R3 圏央道多古地区その２工事 

国土交通省関東地方整備局 2022 年度 R2 国道 357 号線多摩川トンネル浮島立坑工事 

西日本高速道路株式会社 2022 年度 豊崎工区換気所新築及び開削トンネル下部工事 

千葉県 2022 年度 県単道路改良工事(富下改良工事その２) 

新潟県 2022 年度 新井郷川河床掘削工事 

南三陸町 2022 年度 波伝谷漁港戸倉防潮堤外災害復旧(その３) 

柴田町 2022 年度 阿武隈水系五間堀川ほか緊急浚渫工事 

南相馬市 2022 年度 ため池放射性物質対策工業務委託(99-猿田) 

横浜市 2022 年度 金沢水再生センター部水槽築造工事 

横浜市 2022 年度 新綱島駅方出入口整備工事(土木工事)(その 2) 

伊勢崎市 2022 年度 河川改修工事公共(その 22)河川改修工事(その 4) 

民間 2022 年度 品川駅立体交差事業第 1 区京急品川 1 工区 

民間 2022 年度 城山宅地造成工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 参考資料 】 

 

 ゴミ（草木、流木、ガレキ）混じり泥土の分別 

  

  ゴミ（草木、流木、ガレキ）混じりの泥土にワトルを添加することで泥土は瞬時にサラサラな状態となり、

ゴミと泥土（土砂）の分離が容易となる。振動スクリーンを用いるとゴミと土砂の分離が可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴミ混じり泥土                 ワトル添加混合 

                               （土質改良機使用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクリーンによりゴミ分別       分別後の土砂排出          排出土砂 

 

 

ワトル添加後の土砂投入 

ゴミ排出 

分別後の土砂排出 
小型自走式スクリーン 

小型自走式スクリーン 


